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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
で
あ
る
高
市
内
閣

が
発
足
し
、
内
閣
支
持
率
は
７０
％
を
超
え
る
な
ど
、
国
民

の
期
待
が
高
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
来
よ
り
の
物
価
高
が
市
民
生

活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
中
、
馬
毛
島
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
工
事
関
係
者
が
約
６
千
人
を
超
え
、
様
々
な
場
面

で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
西
之
表
港
駐
車

場
の
混
雑
等
に
つ
い
て
も
、
国
や
県
に
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

航
空
機
や
高
速
船
の
運
賃
低
廉
、
農
作
物
の
海
上
運
賃

補
助
な
ど
の
も
と
と
な
る
有
人
国
境
離
島
法
の
期
限
が
令

和
９
年
３
月
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
期
間

延
長
と
財
源
の
大
幅
増
額
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
議
会
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
２
月
に
市
議
会
議

員
選
挙
が
あ
り
、
新
し
く
１４
名
の
議
員
が
誕
生
し
、
新
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
３
月
議
会
か
ら
は
モ
ア
ノ
ー

ト
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
使
用
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
か
ら
は
政
務

調
査
費
の
制
度
を
導
入
し
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
活

動
報
告
・
会
計
報
告
等
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
さ
れ

ま
す
。

　

い
よ
い
よ
令
和
８
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
１
月
１４
日
に

は
、
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
人
事
院

勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
の
役
割
を
十
分
認
識
し
、
行
政
の
監
視
機

関
と
し
て
、
市
当
局
と
議
論
を
交
わ
し
、
市
民
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
市

民
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
が
皆
様
に
届
く
頃
に
は
、
梅
の
花
も

咲
き
始
め
、
河
津
桜
も
満
開
と
な
り
、
さ
と
う
き
び
の
収

穫
は
最
盛
期
を
迎
え
、
田
植
え
の
準
備
も
始
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
春
は
間
違
い
な
く
近
づ
い
て

い
ま
す
。

　

令
和
８
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

西
之
表
市
議
会　

議
長　

下
川　

和
博

　西之表市議会では、令和７年第４回定例会を令和７年12 月１日から12 月17 日ま
での17 日間開催しました。
　本定例会では、人事案件２件に同意、条例議案等４件と補正予算議案７件をそれぞ
れ可決し、契約変更４件を承認しました。
　また、１0 名の議員が市政に対する一般質問を行いました。

令和７年第 4回 西之表市議会定例会

Topic
令和７年度西之表市一般会計補正予算（第７号）が可決

▼歳入歳出補正額
２億５，７３３万８千円

▼補正後の歳入歳出予算総額
１６１億３３１万円

　令和７年 11 月 21 日に国で閣議決定された「「強い経済」を実現
する総合経済対策」に係る物価高騰対策のための「重点支援地方創
生臨時交付金」に関する補正予算の審査が行われ、採決の結果、本
会議において賛成多数により可決されました。（詳細な補正予算の
内容については次ページの予算委員会報告をご覧ください。）

私は賛成！ 私は反対！

　物価高騰への迅速な子育て支援を行い、事務効率
や利便性に優れた「たね Pay」を推進すべきことか
ら賛成。　

●濱島明人議員 ●和田香穂里議員
　利用者が限られ不公平な上、介護現場等の負担
も重い「たね Pay」より現金給付を優先すべきこ
とから反対。

●小坂圭吾議員
　年度内という期限の中で、交付金を有効活用し、
子育てや医療等の多岐にわたる支援を迅速に市民へ
届けるべきということから賛成。　

　利用者が限定的な「たね Pay」のみでは不公平で、
全市民に届く支援体制を再検討すべきということ
から反対。

●長野広美議員

●丸田健次議員
　子育てや医療支援、物価高騰対策など重要施策の
必要性を総合的に判断した結果から賛成。　

●杉為昭議員
　利用率の低い「たね Pay」での給付は、不公平
を招き生活者支援の目的を果たせないことから反
対。●田添辰郎議員

　「たね Pay」には反対意見にあるような問題点も
あるが、一定の事務効率化や不正防止の利点はある。
ほかに代替案もないことから賛成。
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主な歳入

令和７年度西之表市一般会計補正予算（第５号、第６号、第７号）

各委員会が付託された、議案審査の内容について掲載します。各委員会が付託された、議案審査の内容について掲載します。

委員会審査報告

一般会計予算の総額は161億 331万円161億 331万円

■補正（第５号）
⃝公営住宅建設事業債　１億6千 330万円の増額
■補正（第６号）
⃝法人市民税　１億6千 582万円 1千円の増額
■補正（第７号）
⃝物価高対応子育て応援手当支給事業費補助金　4千 245万 6千円の増額
⃝物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　2億 1,488万 2千円の増額
主な歳出

◎河本幸男　○濱島明人　　※議長を除く全１３議員で構成予算委員会
◎…委員長、○…副委員長
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会　
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長　

下
川　

和
博

Committee report ．．．

■補正（第５号）
⃝鴨女町団地建替第1工区建設工事　1億 6,594万 3千円の増額
　労務費等経費及び資材費高騰による増額。
■補正（第６号）
⃝地域情報通信基盤設備保守　1,460万 4千円の増額
　光ファイバーインターネット回線譲渡による地域イントラネット回線撤去のための委託料を増
額。
■補正（第 7 号）
　国の「「強い経済」を実現する総合経済対策」にかかる補正予算
⃝物価高対応子育て応援手当　4,200万円の増額
　令和 7 年 9 月分の児童手当の受給者及び令和 7 年 9 月 30 日の翌日以後令和 8 年 3 月 31 日ま
でに出生した児童の父母等に対し、対象児童 1 人当たり 20,000 円を支給する。
⃝医療機関物価高騰対策支援事業　350万円の増額
　光熱水費や医療資材等の物価高騰により、経営に特に影響を受けている医療機関に対し追加支
援を行う。
⃝林業経営改善支援事業　289万円の増額
　原油価格高騰に伴い、燃料費の負担が増加している林業事業者を支援するため補助金を交付す
る。
⃝プレミアム付電子商品券発行事業　6,000万円の増額
　物価高騰の影響を受けた生活者や事業者を支援するために「たね Pay」によるプレミアム付電
子商品券を発行する。
⃝生活者支援事業　1億 3,818万円の増額
　物価高騰の影響を受けた生活者や事業者を支援するために「たね Pay」による生活者支援金給
付を実施する。
　●次の議案も審査しました
　　・令和 7 年度西之表市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　　・令和 7 年度西之表市介護保険特別会計補正予算（第 3 号）
　　・令和 7 年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第 3 号）
　　・令和７年度西之表市水道事業会計補正予算（第 2 号）



西之表市議会だより　第１４７号

Committee report ．．．

◎丸田健次　○和田香穂里　田添辰郎　杉　為昭　宇野裕未　河本幸男　松元秀樹産業厚生委員会
◎…委員長、○…副委員長

配水池耐震化事業請負契約の変更について

　令和７年第１回市議会定例会の議決を受け、令和７年３月２８日付で請負契約を締結した、配
水池耐震化事業について、下記のとおり、請負契約を変更するため、議会の議決に付すべき契約
及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年西之表市条例第１２号）第２条の規定により、
議会の議決を求めるものです。
　変更前の金額　：　３億３, １１０万円
　変更後の金額　：　３億３, ９０５万９千円

議案の内容

審査結果

　本委員会において、当初設計における基礎工事部分の工法の確認不足、予定工期の終盤の契約
変更、耐震化という重要な工事の基礎工事に係る実施設計変更、この三点において、早期に対応
されるべきであったとの指摘がありました。本委員会は、慎重審査の結果、全会一致で可決すべ
きものとして決しました。本会議においても全会一致で可決されました。

児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制
定ついて
議案の内容

　第 1 条では「西之表市家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条例」の一部を、
第 2 条では「西之表市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例」の一部を、第 3 条では「西之表市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例」の一部を、それぞれ改正するものです。　当市には第 1 条の対象となる事業所は無
いこと、元になる児童福祉法の改正の重点は、人材確保体制の強化、虐待を受けた児童への対応
強化などであるとの説明がありました。

審査結果

　本委員会は、慎重審査の結果、全会一致で可決すべきものとして決しました。
　本会議においても、全会一致で可決されました。

西之表市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定につ
いて
議案の内容

　こども家庭庁による「こども誰でも通園制度」の創設に伴い、児童福祉法に基づき、実施事業
所の設備及び運営の基準に関し必要な事項を定めるため、条例を制定しようとするものです。こ
の制度は、現時点で保育所や認定こども園などに在園していない乳幼児が、誰でも週１回程度、
定期的かつ計画的に利用できるものであり、保護者の病気などの緊急的な場合に利用される一時
預かり事業とは異なること、利用者の負担額は１時間３００円程度を想定した認可事業となるた
め、事業者には情報提供を行い、市民への広報は条例制定後に行っていく、などの説明がありま
した。
審査結果

　本委員会は、慎重審査の結果、全会一致で可決すべきものとして決しました。
　本会議においても、全会一致で可決されました。
●次の議案も審査しました
　・鴨女町団地建替第１工区建築工事請負契約の変更について
　・鴨女町団地建替第１工区機械設備工事請負契約の変更について

④
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◎濱島明人　○長野広美　橋口美幸　下川和博　小坂圭吾　橋口好文　遠藤建次郎総務文教委員会
◎…委員長、○…副委員長Committee report ．．．

第７次西之表市長期振興計画基本構想の策定について
議案の内容

　第６次長期振興計画が本年度で終了することに伴い、令和８年度から令和 15 年度までの８年
間の市政の総合的かつ計画的な運営の指針となる第７次西之表市長期振興計画基本構想を策定す
るものです。
審査結果

　委員からは、地方自治体の経済活性化のために、国がもっと力を注ぐべきといった意見や、戦
略プロジェクトで掲げられている港町再生危機管理の二つのテーマについて、十分な議論が足り
ていないといった意見が出されました　委員会では、慎重審査の結果、賛成２、反対２の可否同
数であったことから、委員長裁決により、賛成多数で可決すべきものとして決しました。本会議
においては、賛成多数で可決されました。

⑤

西之表市営グラウンド管理棟改築工事請負契約の変更について
議案の内容

　令和７年第３回市議会定例会の議決を受け、令和７年９月２９日付で請負契約を締結した、西
之表市営グラウンド管理棟改築工事について、下記のとおり、請負契約を変更するため、議会の
議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年西之表市条例第１２号）
第２条の規定により、議会の議決を求めるものです。
　変更前の金額　：　４億４，６４９万１千円
　変更後の金額　：　４億４，９８３万３千円
審査結果

　増額となった主な要因は、連れ越し費で当初から見込まれていたものの、実際の作業員数や複
数を前もって積算することが困難であったことから、実績払いとすることとしていたものである
との説明がありました。委員会では、全会一致で可決すべきものとして決しました。本会議にお
いては、賛成多数で可決されました。

西之表市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案の内容

　地方公共団体情報システム機構による地方公共団体情報システムの標準化に伴い、条例を改正
するものです。　システムの標準化に伴い、住民基本台帳に登録されていない住登外者の登録管
理を行う宛名機能がシステムへ追加となることから、独自利用として条例に記載する改正を行う
ものであるとの説明がされました。本市の住民基本台帳に登録されていない人、会社について、
行政サービスを行う上で、登録していく必要がある場合（不動産、高齢者介護施設、被保険者資
格の継続等）について条例に記載されます。
審査結果

委員会では全会一致で可決されるべきものとして決しました。本会議においても全会一致で可決
されました。

●次の議案も審査しました

令和７年第４回西之表市議会定例会
　・市街地巡回バスの８の字運行を求める請願書（継続審査）
令和８年第１回西之表市議会臨時会
　・西之表市長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・西之表市職員の給与等に関する条例及び西之表市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
　　改正する条例の制定について
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　第４回定例会では、１２月３日から５日にかけて、１０名の議員が市政に対する

一般質問を行いました。

杉　　為昭　議員 … P ６
松元　秀樹　議員 … P ７
濱島　明人　議員 … P ７
丸田　健次　議員 … P ８
遠藤建次郎　議員 … P ８
和田香穂里　議員 … P ９
宇野　裕未　議員 … P ９
橋口　美幸　議員 … P10
田添　辰郎　議員 … P10
長野　広美　議員 … P11

　西之表市議会では、Ｙｏｕｔｕｂｅ
で録画配信を行っています。過去の一
般質問についても視聴できますのでご
視聴ください。
　「西之表市議会 Ｙｏｕｔｕｂｅチャ
ンネル」で検索してください。

 西之表市議会 Youtube チャンネル 検索

種
子
屋
久
高
速
船
待
合
所

及
び
窓
口
に
つ
い
て

問
　
高
齢
者
や
お
子
様
連

れ
の
方
、
障
が
い
を
持
た

れ
て
い
る
方
等
へ
の
優
先

席
及
び
優
先
窓
口
を
設
置

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ

け
な
い
か
。

答　
種
子
屋
久
高
速
船
側

か
ら
優
先
席
及
び
窓
口
に

つ
い
て
も
配
慮
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
く
旨
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
企
画
課
長
）

地
域
を
支
え
る
定
住
促
進

補
助
事
業
に
つ
い
て

問
　
西
之
表
市
な
ら
で
は

の
単
身
者
向
け
の
補
助
対

象
項
目
事
業
の
拡
充
、
支

援
体
制
の
強
化
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
見
直
し
も
含
め
補
助

要
件
の
緩
和
や
対
象
の
拡

充
を
行
っ
て
い
き
た
い
。　
　

　
　
　
（
地
域
支
援
課
長
）

建
設
が
中
断
さ
れ
て
い
る

自
衛
隊
宿
舎
に
つ
い
て

問
　
建
設
が
中
断
さ
れ
て

い
る
場
所
で
の
宿
舎
建
設

は
継
続
可
能
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答　
今
後
の
建
設
の
手
法

等
に
つ
い
て
は
調
整
段
階

で
あ
り
防
衛
省
が
主
体
と

な
る
こ
と
か
ら
本
市
か
ら

の
答
え
は
差
し
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
（
企
画
課
長
）

猫
が
原
因
と
な
る
様
々
な

問
題
や
課
題
に
つ
い
て

杉
　
為
昭 

議
員
　（
伊
関
・
浜
脇
）

動画はこちら

問
　
現
状
を
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

答　
相
談
件
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　
　
　
（
市
民
生
活
課
長
）

問
　
問
題
解
決
や
課
題
解

決
へ
向
け
た
対
策
、
取
組

み
に
向
け
て
の
考
え
方
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
猫
を
排
除
す
る
の
で

は
な
く
猫
の
問
題
を
地
域

の
環
境
問
題
と
し
て
見
据

え
猫
の
生
態
や
習
性
を
理

解
し
た
上
で
人
道
的
か
つ

持
続
可
能
な
解
決
策
を
地

域
住
民
や
関
係
者
が
協
力

し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
る
。
猫

の
適
性
飼
育
に
つ
い
て
広

報
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

猫
好
き
な
人
も
嫌
い
な
人

も
含
め
た
住
民
間
の
話
し

合
い
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
る
。（
市
民
生
活
課

長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
さ
と
う
き
び
収
穫
作
業
用

ハ
ー
ベ
ス
タ
を
中
心
と
す
る
作

業
機
械
に
つ
い
て

市政を問う一般質問

写
真
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
一
般
質
問
の
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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写
真
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
一
般
質
問
の
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

松
元
　
秀
樹 

議
員
　（
上
西
・
池
之
久
保
）

動画はこちら

種
子
島
漁
業
協
同
組
合
水

揚
げ
荷
さ
ば
き
・
漁
民
研

修
施
設
の
建
て
替
え
に
つ

い
て

問
　
施
設
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
対
応
を
問
う
。

答　
県
な
ど
関
係
機
関
の

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
具

体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
（
農
林
水
産
課
長
）

防
災
専
門
監
の
雇
用
に
つ

い
て

問
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や

台
風
に
対
す
る
防
災
制
度

活
用
、
馬
毛
島
の
基
地
整

備
に
伴
う
地
域
防
災
力
強

化
へ
向
け
、
自
衛
隊
O
B

の
防
災
専
門
監
雇
用
を
検

討
し
て
は
如
何
か
。

答　
防
災
危
機
管
理
体
制

の
充
実
に
繋
が
る
手
段
と

市
が
負
担
し
て
い
る
。

　
　
　
（
健
康
保
険
課
長
）

意
見
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
代
金
は
高
額
で

あ
る
。
市
が
補
助
す
る
こ

と
は
接
種
を
促
し
て
い
る

と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
。

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
に
対
す
る
条
例
に
つ
い
て

・「
小
牧
の
小
川
」
の
県
単
砂
防

工
事
に
つ
い
て

・
歴
史
文
化
の
周
知
活
動
に
つ

い
て

・
企
画
課
の
歴
史
文
化
活
用
係

と
社
会
教
育
課
の
文
化
財
係
の

区
分
に
つ
い
て

し
て
、
組
織
体
制
の
在
り

方
も
含
め
自
衛
隊
O
B

に
関
わ
ら
ず
検
討
し
て
参

り
た
い
。　
（
総
務
課
長
）

意
見
　
自
衛
隊
O
B
に
こ

だ
わ
り
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
は
既
に
感
染
予
防
効
果

が
無
い
と
さ
れ
る
が
、
健

康
被
害
認
定
件
数
は
増
え

続
け
、
全
国
で
９
３
４
３

件
に
も
の
ぼ
る
。
市
内
の

定
期
接
種
人
数
と
補
助
金

額
に
つ
い
て
問
う
。

答　
本
年
度
定
期
接
種
は

１０
月
末
で
１
５
１
人
と

な
る
。
接
種
代
金
１
５
，

３
０
０
円
の
内
２
千
円
を

自
己
負
担
と
し
、
残
り
を

濱
島
　
明
人 

議
員
　（
古
田
・
中
之
町
）

古
田
校
区
広
掛
団
地
１
号

線
外
２
路
線
の
農
道
整
備

に
つ
い
て

問
　
市
古
田
校
区
広
掛
団

地
農
道
の
工
事
着
手
の
目

処
は
。

答　
地
権
者
の
同
意
が
得

ら
れ
て
い
る
の
で
用
地
買

収
終
了
次
第
着
工
す
る
。

　
　
　
（
農
林
水
産
課
長
）

旧
港
周
辺
の
漁
業
共
同
利

用
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
旧
港
周
辺
の
漁
業
共

同
利
用
施
設
整
備
と
財
源

に
つ
い
て
。

答　
漁
協
か
ら
施
設
更
新

の
行
政
支
援
は
求
め
ら
れ

て
い
る
。
施
設
更
新
の
財

源
は
国
県
の
補
助
金
の
活

用
。
再
編
交
付
金
も
財
源

の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
（
農
林
水
産
課
長
）

自
衛
隊
員
の
受
け
入
れ
と

関
係
構
築
に
つ
い
て

問
　
自
衛
隊
員
の
迷
彩
服

に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え

は
。

答　
迷
彩
服
は
自
衛
隊
員

の
制
服
・
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と

捉
え
て
い
る
。　
（
市
長
）

問
　
本
市
に
自
衛
隊
員
を

受
け
入
れ
る
事
で
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

考
え
る
か
。

答　
人
口
増
に
よ
る
消
費

拡
大
と
雇
用
の
創
出
。
ま

た
学
校
の
活
性
化
や
地
域

行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ

の
参
加
に
よ
る
地
域
貢
献

が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
企
画
課
長
）

再
編
交
付
金
事
業
の
効
果

と
課
題
、
市
民
の
声
に
つ

い
て

問
　
小
中
学
校
給
食
費
無

償
化
後
の
保
護
者
の
声
と

無
償
化
前
と
現
在
で
の
食

材
費
の
増
額
は
。

答　
物
価
高
騰
の
中
、
給

食
費
無
償
は
助
か
り
あ
り

が
た
い
と
の
声
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
軽
減
に
貢
献
し

て
い
る
。
無
償
化
前
と
現

在
の
増
額
分
は
、
小
学
生

１
万
１
千
円
、
中
学
生

１
万
２
１
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
（
教
育
総
務
課
長
）

問
　
今
年
度
５
大
が
ん
検

診
無
料
と
し
た
が
集
団
検

診
時
の
市
民
の
声
と
受
診

者
数
は
。

答　
無
料
は
あ
り
が
た
く

ま
た
受
け
た
い
と
の
声
が

多
い
。
受
診
者
数
は
R

６
年
３
６
８
５
人
、
R

７
年
３
７
０
８
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
（
健
康
保
険
課
長
）

意
見　

再
編
交
付
金
事
業

の
メ
リ
ッ
ト
を
ど
ん
ど
ん

島
外
の
方
へ
ア
ピ
ー
ル
し

て
移
住
定
住
に
繋
げ
て
ほ

し
い
。

動画はこちら

市政を問う一般質問
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市政を問う一般質問
写
真
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
一
般
質
問
の
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

丸
田
　
健
次 

議
員
　（
榕
城
・
中
目
）

人
事
評
価
（
喫
煙
）
に
関
す

る
こ
と

問
　
本
市
職
員
の
勤
務
時

間
中
の
休
憩
に
関
す
る
規

定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答　
西
之
表
市
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
憩
等
に
関
す

る
条
例
第
６
条
に
お
き
ま

し
て
、
１
日
の
勤
務
時
間

が
６
時
間
を
超
え
る
場
合

に
お
い
て
は
、
少
な
く
と

も
４５
分
、
８
時
間
を
超
え

る
場
合
に
お
い
て
も
、
少

な
く
と
も
１
時
間
の
休
憩

時
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勤

務
時
間
の
途
中
に
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

し
て
お
り
、
窓
口
対
応
や

業
務
内
容
に
よ
り
異
な
る

場
合
が
あ
る
が
、
原
則
と

し
て
正
午
か
ら
一
時
間
を

休
憩
時
間
と
設
定
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
（
総
務
課
長
）

問
　
喫
煙
す
る
方
、
し
な

い
方
で
は
勤
務
時
間
に
大

き
な
差
異
が
あ
る
と
思
う

が
、人
事
評
価
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　
基
本
、
喫
煙
そ
の
も

の
に
つ
い
て
、
人
事
評
価

の
対
象
と
は
し
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
長
時
間
席

を
離
れ
る
こ
と
で
職
務
の

遂
行
に
著
し
く
支
障
が
あ

る
場
合
な
ど
に
お
い
て

は
、
人
事
評
価
上
の
「
規

律
性
」
の
項
目
で
マ
イ
ナ

ス
の
評
価
と
な
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
ま
た
度
が

過
ぎ
る
と
、
職
務
専
念
義

務
違
反
に
つ
な
が
る
恐
れ

も
あ
り
、
懲
戒
の
対
象
と

成
り
得
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
総
務
課
長
）

問
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

市
長
は
ど
の
よ
う
に
、
考

え
て
い
る
か
。

答　
喫
煙
に
限
ら
ず
気
分

転
換
を
す
る
こ
と
は
、
疲

労
の
軽
減
や
業
務
効
率
の

向
上
に
お
い
て
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
長

時
間
あ
る
い
は
頻
度
の
問

題
で
、
節
度
あ
る
時
間
と

回
数
に
注
意
す
る
よ
う
に

周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

動画はこちら

遠
藤
　
建
次
郎 

議
員
　（
現
和
・
西
俣
）

自
衛
隊
基
地
関
連

問
　
全
国
の
基
地
を
抱
え

る
自
治
体
の
首
長
で
構
成

す
る「
全
国
基
地
協
議
会
」

及
び
「
防
衛
施
設
周
辺
整

備
全
国
協
議
会
」
へ
の
加

入
に
つ
い
て
市
長
の
見
解

を
求
め
る
。

答　

駐
留
軍
及
び
自
衛

隊
・
防
衛
施
設
が
所
在
す

る
全
国
の
地
方
公
共
団
体

で
組
織
さ
れ
て
い
る
。
馬

毛
島
の
施
設
は
整
備
段
階

で
あ
り
、
加
入
で
き
る
状

況
に
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
基
地
関
連
協
議
会
に

つ
い
て
は
全
国
的
に
行
政

と
議
会
が
両
輪
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
る
。
全
国
市

議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

の
加
入
を
受
け
本
市
と
し

て
の
加
入
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

洲
之
崎
で
進
む
埋
立
地
利

用
に
つ
い
て

問
　
洲
之
崎
で
進
む
埋
立

地
利
用
に
関
す
る
検
討
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
る
。

答　
洲
之
崎
地
区
を
含
む

西
之
表
港
に
つ
い
て
は
物

流
・
人
流
産
業
振
興
、
観

光
交
流
、
防
災
な
ど
様
々

な
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
将
来
的
に

は
洲
之
崎
地
区
に
物
流
機

能
を
集
約
す
る
こ
と
も
、

一
つ
の
方
向
性
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
国
県
市
関
係

団
体
等
と
現
状
や
課
題
、

要
望
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。
周
辺

地
区
の
港
町
再
生
も
西
之

表
港
整
備
と
の
整
合
性
を

測
り
な
が
ら
同
時
並
行
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

現
時
点
で
は
具
体
的
な
計

画
は
な
い
が
実
情
や
将
来

性
を
見
据
え
検
討
し
て
い

き
た
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
（
企
画
課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
A
E
D
に
関
す
る
こ
と

・
自
衛
隊
と
の
関
係
構
築
に
つ

い
て

・
危
機
防
災
監
に
つ
い
て

録画はこちら



西之表市議会だより　第１４７号⑨

市政を問う一般質問
写
真
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
一
般
質
問
の
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

和
田
　
香
穂
里 

議
員
　（
立
山
・
御
牧
）

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自
分

ら
し
い
人
生
の
最
終
章
を

迎
え
る
た
め
の
終
活
支
援

に
つ
い
て

問
　「
介
護
予
防
講
座
」

で
、
終
活
や
人
生
会
議

（
A
C
P
）
の
講
座
を
設

け
る
予
定
は
な
い
か
。

答　
本
市
作
成
の
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
が
完
成
し

た
ら
、
普
及
啓
発
を
兼
ね

て
地
域
サ
ロ
ン
で
も
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
講

座
を
開
催
し
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
い
る
。

　
　
（
高
齢
者
支
援
課
長
）

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
に

つ
い
て

問　

第
３
回
定
例
会
以

降
、
総
務
省
・
防
衛
省
両

省
か
ら
の
名
簿
提
供
に
関

す
る
通
知
に
つ
い
て
確
認

を
行
っ
た
か
。

答　
12
月
１
日
午
後
電
話

で
確
認
し
た
。
防
衛
省
人

事
教
育
局
人
材
育
成
課
担

当
者
に
対
し
、
自
衛
官
募

集
対
象
者
情
報
の
提
供
に

つ
い
て
、
義
務
で
あ
る
の

か
と
い
う
質
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
強
制
で
は
な

い
と
い
う
回
答
を
受
け

た
。
合
わ
せ
て
同
日
、
総

務
省
自
治
行
政
局
住
民
制

度
担
当
課
担
当
者
の
方
に

も
同
様
の
質
問
を
し
た
と

こ
ろ
、
発
出
し
た
通
知
を

持
っ
て
、
新
た
な
義
務
を

発
生
さ
せ
た
も
の
で
は
な

い
と
回
答
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
（
総
務
課
長
）

問　
種
子
島
島
内
高
校
生

以
外
の
（
名
簿
提
供
）
対

象
者
は
何
名
い
る
か
。

答　
島
内
の
高
校
生
以
外

は
把
握
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
（
総
務
課
長
）

意
見　

義
務
で
も
な
く
、

強
制
で
も
な
い
自
衛
隊
へ

の
名
簿
提
供
に
つ
い
て

は
、
除
外
申
請
制
度
が
あ

っ
て
も
全
対
象
者
に
周
知

は
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

徴
兵
制
に
繋
が
る
と
の
懸

念
も
あ
る
。
何
よ
り
、
個

人
情
報
は
他
者
が
勝
手
に

触
れ
て
は
な
ら
な
い
人
権

そ
の
も
の
で
あ
る
。
自
衛

隊
へ
の
名
簿
提
供
の
中
止

を
求
め
る
。

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
自
衛
隊
・
防
衛
省
へ
の
協

力
に
つ
い
て
、
西
之
表
市
の

対
応
と
市
長
の
姿
勢
を
問
う

動画はこちら

一
次
産
業
の
新
規
就
業
者

確
保
に
つ
い
て

問
　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
協
議
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答　

各
分
野
ご
と
に
人
材

確
保
対
策
事
業
の
取
り
組

み
を
実
施
し
、
一
定
の
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。
主
に

農
業
分
野
で
は
「
市
担
い

手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」

に
お
い
て
課
題
を
共
有
し
、

支
援
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。    （
農
林
水
産
課
長
）

問
　
今
後
、
成
功
事
例
を

育
て
て
い
く
た
め
の
協
議

は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　
J
A
や
県
の
指
導
員

と
の
連
携
の
も
と
、
技
術

指
導
や
経
営
指
導
を
実
施

し
、
就
農
に
お
い
て
抱
え

る
様
々
な
悩
み
や
課
題
に

対
し
て
相
談
し
や
す
い
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
し
て

い
る
。
ま
た
、
林
業
に
お

い
て
は
、
地
元
高
校
生
な

ど
へ
森
林
に
関
す
る
講
座

等
を
実
施
し
、
鹿
児
島
林

業
大
学
校
へ
の
入
校
支
援

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　
　
（
農
林
水
産
課
長
）

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
全
国
的
に
も
先
駆
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、「
犬

猫
愛
護
推
進
担
当
」
を
採

用
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
活
動
の
策
定
経
緯
と

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答　
犬
猫
の
適
正
飼
育
に

関
す
る
困
り
ご
と
の
相
談

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
相
談
対
応
や
適
正
飼

育
を
呼
び
か
け
る
活
動
の

企
画
立
案
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
た
普
及
啓
発
に

意
欲
的
な
人
材
を
募
集
し

て
い
る
。
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
研
修
等
に
参
加

し
、
関
係
機
関
や
団
体
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
活

動
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。　
（
地
域
支
援
課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
長
期
振
興
計
画
に
つ
い
て

・
種
子
島
高
校
魅
力
化
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

宇
野
　
裕
未 

議
員
　（
榕
城
・
小
牧
）

動画はこちら



西之表市議会だより　第１４７号 ⑩

写
真
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
一
般
質
問
の
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市政を問う一般質問

動画はこちら

田
添
　
辰
郎 

議
員
　（
榕
城
・
松
畠
）

産
業
別
就
業
者
数
を
問

う
、
現
在
と
二
〇
四
〇
年

の
予
測

問
　
過
去
の
産
業
振
興
予

算
の
成
果
と
将
来
投
資
の

投
資
の
適
切
性
と
将
来
投

資
に
つ
い
て
。

答　
産
業
分
野
へ
の
投
資

や
支
援
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
十
分
と
は
言
い
切

れ
な
い
部
分
も
あ
る
が
、

本
市
で
は
地
域
の
実
情
や

課
題
を
踏
ま
え
、
持
続
可

能
な
産
業
の
維
持
、
発
展

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市

民
の
た
め
の
投
資
的
な
支

出
を
考
慮
す
る
と
と
も

に
、
当
該
年
度
の
償
還
額

以
上
の
借
入
れ
は
行
わ
な

い
な
ど
、
独
自
の
規
律
も

設
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
企
画
課
長
）

意
見　

地
域
産
業
へ
の

配
分
は
25
％
に
過
ぎ
な

い
。
西
之
表
市
の
産
業

別
構
造
で
考
え
て
み
る

と
、
農
業
、
林
業
、
水
産

業
、
商
業
、
観
光
で
は
計

６
億
７
千
７
百
25
万
円
程

度
に
な
る
。
そ
の
中
で
も

農
業
が
64
％
、
畜
産
・
酪

農
が
15
％
、林
業
が
５
％
、

水
産
業
が
６
％
、
商
業
・

観
光
が
10
％
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
産
業
構
造
に

対
し
て
、
投
資
配
分
の
偏

り
が
顕
著
で
あ
る
。
農
業

と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
基
盤

で
あ
る
海
を
軽
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
漁
協
の

本
部
、こ
れ
が
老
朽
化
し
、

若
者
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
が
整
わ
な
い
ま
ま
で

は
、
馬
毛
島
の
特
需
が
終

わ
っ
た
後
、
地
域
の
人
口

減
少
に
拍
車
が
か
か
り
、

経
済
基
盤
も
一
気
に
脆
弱

化
す
る
。
再
編
交
付
金
を

有
効
に
使
い
、
漁
港
と
漁

協
の
機
能
強
化
を
進
め
る

こ
と
が
本
市
の
未
来
を
守

る
最
も
現
実
的
な
効
果
的

な
道
で
あ
る
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い

て問
　
高
齢
者
、
運
転
免
許

証
返
納
者
を
対
象
と
し
た

タ
ク
シ
ー
券
の
導
入
を
求

め
る
。
本
市
で
も
、
高
齢

化
の
中
で
、
求
め
ら
れ
る

制
度
で
は
な
い
か
。
阿
久

根
市
で
は
「
福
祉
タ
ク
シ

ー
」
と
い
う
制
度
が
導
入

さ
れ
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
。
本
市
で
の
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

答　
高
齢
者
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
充
実
の
た
め
に
、
検
討

し
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら

の
新
規
事
業
と
し
て
、
市

内
在
住
の

７５
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
移
動
支
援
や
、

高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会

参
加
、
健
康
保
持
を
目
的

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
及
び

温
泉
に
使
用
で
き
る
助
成

券
の
交
付
が
で
き
な
い
か

現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
　
（
高
齢
者
支
援
課
長
）

問
　
医
療
・
介
護
の
現
場

で
の
低
賃
金
の
現
状
を
改

善
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
は

一
般
職
と
比
べ
て
、
７
～

８
万
円
低
い
と
さ
れ
て
い

る
。
現
場
で
は
、
命
を
預

か
っ
て
い
る
仕
事
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
ん
な
に
低

く
賃
金
が
抑
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
憤
り

が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う

情
報
も
あ
る
。
こ
の
地
域

で
の
上
乗
せ
も
含
め
て
、

支
援
の
制
度
が
ど
う
議
論

さ
れ
て
い
る
か
。

答　
介
護
職
員
は
他
産
業

と
比
較
し
て
賃
金
に
差
が

あ
り
、
賃
金
引
上
げ
は
喫

緊
の
課
題
だ
。
国
は
介
護

従
事
者
全
般
を
対
象
に
、

最
大
月
１
万
９
千
円
、

１２

月
か
ら
来
年
５
月
ま
で
賃

金
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
。
令
和
８
年
度
に
は
、

報
酬
改
定
の
時
期
を
待
た

ず
に
、
介
護
報
酬
の
臨
時

改
定
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
（
高
齢
者
支
援
課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
鴨
女
町
市
営
住
宅
建
設
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
税
の
徴
収
の
在
り
方
に
つ

い
て

・
農
業
問
題
に
つ
い
て

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に

つ
い
て

・
馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

橋
口
　
美
幸 

議
員
　（
榕
城
・
中
目
）

動画はこちら



西之表市議会だより　第１４７号⑪

写
真
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
一
般
質
問
の
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市政を問う一般質問

長
野
　
広
美 

議
員
　（
伊
関
・
伊
関
）

動画はこちら

小
学
校
再
編
の
考
え
方
及

び
し
お
さ
い
留
学
に
つ
い

て問
　
小
学
校
の
再
編
は
、

大
字
地
区
や
保
護
者
に

と
っ
て
も
大
変
重
要
な

テ
ー
マ
で
、
教
育
委
員
会

の
方
針
は
、
具
体
的
で
丁

寧
な
説
明
を
求
め
た
い
。

ま
た
、
し
お
さ
い
留
学
制

度
の
維
持
拡
充
が
ま
ず
は

大
事
で
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

顕
著
な
児
童
数
の
減

少
や
校
舎
の
老
朽
化
な
ど

大
き
な
課
題
が
あ
り
、
教

育
委
員
会
内
に
再
編
検
討

会
を
立
ち
上
げ
協
議
し
て

い
る
。
し
か
し
幅
広
い
関

係
者
の
方
々
の
合
意
形
成

に
は
多
く
の
時
間
が
か
か

り
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。　
　

(

教
育
長)

答　
各
地
域
の
中
核
的
役

割
や
地
域
の
深
い
関
わ
り

が
あ
る
。
地
域
の
方
々
の

声
な
ど
を
聴
き
な
が
ら
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。　
　

     　
（
市
長
）

答　
し
お
さ
い
留
学
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
か
ら
留

学
期
間
を
最
長
で
小
学
校

卒
業
ま
で
と
し
、
補
助
金

の
増
額
を
実
施
し
、
チ
ラ

シ
や
H
P
で
の
紹
介
の

充
実
、
ま
た
親
子
留
学
用

の
住
宅
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　
（
学
校
教
育
課
長
）

積
極
的
投
資
と
財
政
調
整

基
金
の
適
正
運
営
に
つ
い

て問
　
こ
の
数
年
、
財
政
調

整
基
金
の
水
準
は
、
標
準

財
政
規
模
に
対
し
、
R5
度

度
は
　
33
．
94
％
と
高
い

水
準
で
あ
る
。
馬
毛
島
工

事
終
了
後
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
積
極
的
な
政
策

投
資
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

答　
財
政
調
整
基
金
は
年

度
間
の
不
均
衡
を
調
整
す

る
た
め
の
基
金
で
、
大
規

模
災
害
対
応
等
に
も
必
要

で
す
。
年
度
末
に
は
13
億

円
を
下
ら
な
い
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

      　
　
　
　
　
（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
地
域
交
通
の
充
実
に
つ
い

て・
長
振
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
掲
げ
る
「
港
町
再
生
」
に

つ
い
て

・
行
財
政
改
革
大
綱
策
定
に

つ
い
て

西之表市議会では
会議録検索システム導入しています

　会議録検索では、平成 30 年以降の会議録
から閲覧することができ、議員氏名や本文中
の発言から内容検索することが出来ます。

▶会議録検索システムアドレス
https://www.city.nishinoomote.kagoshima.
dbsr.jp/

スマートフォンでも利用することが
出来ます。左の二次元バーコードを
読み取りご利用ください。
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令和７年第 4 回定例会議決結果一覧

審議議案と議員の賛否
○…賛成　×…反対　棄…棄権　欠…欠席

田
添
辰
郎

和
田
香
穂
里

橋
口
美
幸

杉
　
為
昭

宇
野
裕
未

丸
田
健
次

濱
島
明
人

小
坂
圭
吾

河
本
幸
男

橋
口
好
文

長
野
広
美

遠
藤
建
次
郎

松
元
秀
樹

下
川
和
博

議
決
結
果

件　　　名

令和７年度西之表市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

西之表市教育委員会委員の任命について（議案第７３号） 無記名投票　賛成１２：反対１ - 同意

西之表市教育委員会委員の任命について（議案第７４号） 無記名投票　賛成１２：反対１ - 同意

配水池耐震化事業請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 原案可決

西之表市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 原案可決

児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について

○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 原案可決

西之表市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 - 原案可決

第７次西之表市長期振興計画基本構想の策定について ○ × × ○ × 棄 ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ - 原案可決

令和７年度西之表市一般会計補正予算（第６号） 〇 × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 - 原案可決

令和７年度西之表市国民健康保険特別会計補正予算（第３
号）

○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 原案可決

令和７年度西之表市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 〇 ○ - 原案可決

令和７年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計補正予算
（第３号）

○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 欠 〇 〇 ○ - 原案可決

令和７年度西之表市水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 〇 ○ - 原案可決

西之表市営グラウンド管理棟改築工事請負契約の変更につい
て

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 〇 ○ - 原案可決

鴨女町団地建替第１工区建築工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 〇 ○ - 原案可決

鴨女町団地建替第１工区機械設備工事請負契約の変更につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 〇 ○ - 原案可決

令和７年度西之表市一般会計補正予算（第７号） ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 欠 × 〇 ○ - 原案可決

（注）下川議員は、議長職のため表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。但し、可否同数の場合は
議長議決として表明します。

◀本会議の録画
　映像はこちら

⑫



西之表市議会だより　第１４７号

　市議会定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。
　議員１４名が、市民の声を市政に届けるため、審議や一般質問を行います。
　本会議場でぜひご覧ください。また、本会議は、インターネット（Youtube）
でライブ配信も行っています。
　「西之表市議会チャンネル」で検索してください。

議会傍聴及びライブ配信について

スマートフォンをご利用の方
は、二次元バーコードからご覧
いただけます

令和８年第１回臨時会議決結果一覧 ◀本会議の録画
　映像はこちら

審議議案と議員の賛否
○…賛成　×…反対　棄…棄権　欠…欠席

田
添
辰
郎

和
田
香
穂
里

橋
口
美
幸

杉
　
為
昭

宇
野
裕
未

丸
田
健
次

濱
島
明
人

小
坂
圭
吾

河
本
幸
男

橋
口
好
文

長
野
広
美

遠
藤
建
次
郎

松
元
秀
樹

下
川
和
博

議
決
結
果

件　　　名
西之表市長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

【内容】
　令和７年人事院勧告の趣旨を踏まえ、市長、副市長及び教育長の
期末手当の額の改定を行うため、条例の一部を改正しようとするも
のである。

○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ - 原案可決

西之表市職員の給与に関する条例及び西之表市一般職の任期
付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

【内容】
令和７年人事院勧告の趣旨を踏まえ、職員及び任期付職員の期末手
当等の支給率の改定を行うため、関係条例の一部を改正しようとす
るものである。

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 原案可決

令和７年度一般会計補正予算（第８号） ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 原案可決

令和７年度西之表市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 原案可決

令和７年度西之表市介護保険特別会計補正予算（第４号） 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 - 原案可決

令和７年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計補正予算
（第４号）

○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 原案可決

令和７年度西之表市水道事業会計補正予算（第２号） 〇 × × 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 - 原案可決

（注）下川議員は、議長職のため表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。但し、可否同数の場合は
議長議決として表明します。

⑬
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■発行元　　　西之表市議会
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西之表市議会だより
議会広報委員会
委員長　　河本幸男
副委員長　長野広美
委員　　　和田香穂里
　　　　　宇野裕未
　　　　　濱島明人

　
第
４
回
市
議
会
定
例
会
最
終

日
に
、
国
の
「
強
い
経
済
を
実

現
す
る
経
済
対
策
」
の
中
で
、

消
費
の
促
進
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、「
た
ね
P
a
y
」

を
活
用
し
た
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
高
齢
者
等
で
の
「
た
ね

P
a
y
」
の
普
及
が
進
ま
な
い
中

で
の
提
案
は
い
か
が
な
も
の
か
と

思
わ
れ
ま
し
た
が
、
国
の
方
針
や

年
度
末
で
の
提
案
で
商
工
会
と
の

関
係
も
あ
り
議
会
と
し
て
同
意
し

ま
し
た
。
こ
の
「
た
ね
P
a
y
」

の
普
及
は
、
今
後
の
本
市
の
経
済

活
動
に
お
い
て
も
大
切
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
市
民
が

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
令
和
８
年
新
し
い
年
を

迎
え
ま
し
た
。
今
年
の
干
支
「
午
」

の
よ
う
に
、
本
市
に
と
っ
て
飛
躍

の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
幸
男
）

編集
後記

議会だよりは西之表
市議会ホームページ
にも掲載しています。

⑭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　杉　為昭
　西之表市議会馬毛島対策委員会は、令和７年 11 月 12 日より 14 日まで２泊３日の行程にて、奄美
市議会、陸上自衛隊奄美駐屯地、瀬戸内町議会、陸上自衛隊瀬戸内分屯地へ所管事務調査を行いました。
視察の目的は既に自衛隊が配備されている両自治体へ出向き、馬毛島基地整備が進む中、本市におけ
る自衛隊整備の様々な将来像を考える上で、地域、地域行事、地域住民との関わりについて先行事例
の意見を伺うためです。視察を行う前に両議会宛に事前に自衛隊員と住民の交流活動等について、災
害時の自衛隊員と地元住民との連携について、基地交付金等の交付額及び交付金を活用した事業の内
容等について、地元住民の雇用及び地元業者が請負っている自衛隊関連の仕事について、米軍機の飛
来や低空飛行が激増しているとの報道及び実態調査について、住民からの苦情受付、苦情件数につい
て、自衛隊が街中で迷彩服を着用している事によっての住民の反応について、自衛隊施設の開設によっ
て変わった良い点・悪い点について等の質問書を提出し、両議会一問一問答えていただくという形式
で行われ、奄美市議会においては、22 名の議員、瀬戸内町議会においては、副議長合わせて両議会
共に担当課職員も同席していただき詳しくお話を聞かせていただき有意義な意見交換を行うことが出
来ました。総体的に自衛隊との関係は良好で様々な交流についても積極的に行われ、一部不安に思う
住民もいるが役所への苦情はないとのことでした。

（参加者名簿）
委員長　　杉　為昭　　　副委員長　宇野　裕未
委員　　　田添　辰郎
委員　　　和田　香穂里
委員　　　丸田　健次
委員　　　濱島　明人
委員　　　河本　幸男
委員　　　長野　広美
委員　　　遠藤　建次郎
委員　　　松元　秀樹
随行　　　議会事務局次長　中野　佳一郎

≪馬毛島対策委員会所管事務調査報告≫　　

月 日 内容

２月 25 日 本会議（開会）
26 日・27 日 常任委員会

３月

2 日 予算委員会
3 日 常任委員会
4 日 議会運営委員会
5 日 本会議
6 日・9 日・10 日 一般質問
12 日・13 日 常任委員会
16 日～ 18 日 予算委員会
19 日 常任委員会
25 日 本会議（閉会日）

第１回定例会（３月議会）の日程 日程は変更になる場合があります。

管事務調査報告所


